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ある⽇、お⺟さんは、果物をたくさん⼿に⼊れま
した。

• • •

En dag fick mamma mycket frukt.
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「私たち、いつ果物を⻝べられるの？」と尋ねる
と、お⺟さんは「今夜にでも⻝べましょう」と⾔
いました。

• • •

”När kan vi få lite frukt?” frågar vi. ”Vi ska äta
frukten ikväll”, säger mamma.
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お兄ちゃんのラヒームは、⻝いしんぼう。全ての
果物を味⾒して、たくさん⻝べてしまいます。

• • •

Min bror Rahim är girig. Han smakar på alla
frukter. Han äter mycket av den.
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その後、ラヒームはみんなに謝りました。「僕は
もう⼆度と欲張ったりしないよ」と約束し、みん
なもラヒームを信じることにしました。

• • •

Senare ber Rahim oss om ursäkt. ”Jag ska aldrig
vara så girig igen”, lovar han. Vi tror alla på
honom.
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「ほら⾒て、ラヒームったら！」弟が叫んでいま
す。「ラヒームはお⾏儀が悪くて、わがままなの
よ」と私は⾔いました。

• • •

”Titta vad Rahim har gjort!” ropar min lillebror.
”Rahim är olydig och självisk”, säger jag.
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お⺟さんは、こうなることがわかっていました。
果物は、ラヒームにお仕置きをしているのです！

• • •

Mamma visste att detta skulle hända. Frukten
straffar Rahim!
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お⺟さんは、ラヒームのことを怒っています。
• • •

Mamma är arg på Rahim.
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「おなかがとても痛いよ」と⼩さな声でささやき
ました。

• • •

”Jag har så ont i magen”, viskar Rahim.
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私たちもラヒームに腹を⽴てています。でも、ラ
ヒームは⾃分のしたことを悪いと思っていませ
ん。

• • •

Vi är också arga på Rahim. Men Rahim ångrar
sig inte.
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ラヒームは、気持ちが悪くなり始めます。
• • •

Rahim börjar må illa.
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「ラヒームにお仕置きをしないの？」弟は、お⺟
さんに尋ねました。

• • •

”Ska du inte straffa Rahim?” frågar lillebror.
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「ラヒーム、もうすぐ⾃分のしたことを後悔する
わよ」とお⺟さんは、⾔い聞かせました。

• • •

”Rahim, du kommer snart ångra dig”, varnar
mamma.
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